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イイノノベベーーシショョンンがが求求めめるる「「主主体体性性」」のの育育てて方方  

  
○○石石橋橋  哲哲（（東東京京理理科科大大学学大大学学院院経経営営学学研研究究科科技技術術経経営営専専攻攻））  
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1. 背背景景  

  

経済界は「技術革新が急速に進む中、自らの問題意識に基づいて課題を設定し、その解決に向けて主

体的に取り組む能力を有する人材、また、文系・理系を問わず、多様で幅広い知識と教養、リベラル・

アーツを身につけ、それを基礎として自ら深く考え抜き、自らの言葉で解決策を提示することのできる

人材が求められている（経団連 2018）」「変化の激しい、将来が展望しにくい状況において経済成長を維

持するためには、開かれた質の高い教育や、学び直しによる生涯学習を通じて国民一人ひとりの能力や

生産性を高め、産業構造や社会の変化に主体的に対応し、生涯現役で活躍できる人材を育成することが

急がれる（経団連 2016）」等とする。 
 
現代の不連続に変化する環境下において，社会から求められる製品やサービスを提供し続けることは

企業の存続に直結し，危機と言える。イノベーションに向けた活動においては試行錯誤が（白肌 2018）、
その背景に個の自律的・主体的な取り組みが欠かせない（馬場 2022）とされる。 
 
2. 先先行行研研究究  

  

人間が主体的存在であり、自己の行為に責任を負うという考えは近代市民社会の根本を支える。人間

が自由な存在であり、自らの行為を主体的に選び取るという了解がそこにある。他方、ミルグラムによ

るアイヒマン実験等は人間が自律的な存在ではなく、常に他者や社会環境から影響を受けている事実を

明らかにする（小坂井 2020）。 
企業において「主体性」が内包する意味は、2000 年頃の「行動力」から、2020 年頃の「思考力」「協

調性」へと変化した。企業内でも部門によってその内実が異なる。何をすれば（主体性）があると言え

るのか、曖昧である（武藤 2023）。 
 
では、イノベーションが求める企業人の「主体性」とはなにか。 
 
白肌 2018 はイノベーションのための試行錯誤を意義付け、「資源の制約があるベンチャーが自らの生

存のために手短な資源同士を組み合わせることで新しい問題や機会に対し対応するアプローチ」や「身

近な資源に関する主観的な知識を作り出す実験的な資源学習活動」とするアプローチ「ブリコラージュ」

を紹介した。グエン（2019）は「ブリコラージュ（器用仕事）を実践するブリコルール（器用人）は、

一般的に広く信じられている基準とそれに基づく制約の認識を無視し、個々のブリコルールに特殊な価

値認識に基づき解決策を模索する」とする。 
 
レヴィ・ストロース（1976）

は「いままでに集めてもってい

る道具と材料の全体を「ふりか

えってみて、何であるかをすべ

て調べ上げ」「道具材料と一緒の

対話を交わし、今与えられてい

る問題に対してこれらの資材が

出しうる可能な回答をすべて並

べ出してみる」ことを「ブリコラ

ージュ」とし、（主体である「ブ

リコルール（器用人）」）は「彼の
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「宝庫」を構成する雑多なものすべてに尋ねて、それぞれが何の「記号」となりうるかをつかむ。「出来

上がり」において適当な材料が見当たらないところへ他の要素を転用し組み合わせることで構造全体を

再編成する」とする。 
 
西山（2021）が「ＤＸの思考法」とした「表面的なことの奥底にあるロジックを十分に見極め、既存

の縦割りの仕組みを打破しつつ、ロジックの存立構造を再構築してゆく」と通底する。合田（2022）は

西山の議論を「ほとんど学校教育、子どもたちの学びに当てはまる」とした。 
 
学習指導要領で注目された「主体的・対話的で深い学び」について、「各教科等の本質的な意義と教科

等横断の学びにつながる相互の関連性の可視化」を「子供達が主体的・対話的で深い学びを行う上で必

要不可欠な土台である」としたうえで「次代を拓く資質・能力の育成のために重要なのが，主体的・対

話的で深い学びである。」とする。「対話的な学び」について「他人の知識や頭を活用して知の協働をし

ながら，新しい発想やアイデアを生み出していく」とする（合田 2016）。 
主体性については、OECD ラーニングコンパス 2030 コンセプトノートは「変革を起こすために目

標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる能力」を「スチューデント・エイジェンシー（主体性）」

とし、「当事者意識をもって、社会の課題や新たな可能性を発見することができる主体」「自らの行動で

自分や自分の周りをより良い方向へ変えられるという自己有用感をもつ主体」「変化の目的の意味や意

義を見出し価値づけできる主体」「目標を達成するために責任を持って行動する主体」と詳述する（白井

2020、柳本 2021）。 
 
 「美しいから美人と呼ばれるのではなく逆に、美しいと社会的に感知される人が美人という称号を与

えられる。善悪の基準も、悪い行為だから我々が非難するのではない。我々が非難する行為が悪と呼ば

れる」（小坂井 2020）。 
 
イノベーションが求める「主体性」とは、イノベーションが生じる際の「ブリコルール」「ブリコラー

ジュ」としてのあり方であり、その特性は教育分野において議論されているものであると言える。一方、

その涵養については議論の空白が生じる。現代の不連続に変化する環境下に危機に直面する企業におい

て、イノベーションが求める「主体性」たる「ブリコルール」「ブリコラージュ」としてのあり方は大き

な課題となる。 
 
3. 仮仮説説  

 
孫英英、矢守克也、谷澤亮也（2016）や李旉昕、宮本匠、矢守克也（2019）は、防災・減災活動が参

加者の主体性回復の可能性について検討した。両者に共通点があれば、防災・減災活動がイノベーショ

ンも求める「主体性」を涵養する方法の一案となりうる。 
両者の共通点の有無につい

て筆者が参加する多地域高校

生の対話継続の取り組みと過

去の災害時の対応事例研究を

取り上げ、検証を試みる。 
 

4. 検検証証  

 
【検証１】 
筆者が参加する多地域高校

生の対話継続の取り組み

「BOUSAI ゼミな～る」（宇

和島 NPO センター主催。以

下「本取組」とする）の参加者

に現れる発言変化を観察し、

「主体性」要素が現れるかを
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観察した。同市は平成 30 年 7 月西日本豪雨により甚大な被害を受け、積極的に防災活動に取り組ん

でおり、本取組は多地域の高校生が被災地と未災地とを結ぶイベントとして 2020 年 10 月に発足した。

2020 年度に実施した三回の企画には参加県立宇和島東高校（宇和島市）から事前復興研究に取り組む

生徒有志 10 名と福島県立福島高校（福島市）からは生徒主導で展開する「リベラルゼミダイアログ」 
の生徒有志延べ 10 名が参加、心理的安全に確保、生徒考案テーマによる「対話」を行った（石橋 2021）。 
 図②にみられるように、他人の知識等を活用した知の協働、社会課題や新たな可能性を発見する当事

者意識、意味意義を見出し価値づけする姿勢への変化が参加高校生、のみならず視聴者からも得られ、

ブリコラージュの要素を確認した。 
 
【検証２】 
災害対応時にブリコラージュが生じる事例を確認した。福島原発事故の対応では、有効なツールや手

順書もない中、手探りの状態での事故対応を行った現場運転員たちによる臨機の判断、対応が行われた。

について記載する。例えば、5 号機において、強い余震が頻発する中、暗黒の建屋内の SR 弁の設置場

所にたどり着くため、照明・通話手段もないことから、誤動作によって鳴りっ放しになっていた火災報

知器のケーブルを外していったん鳴り止ませた上で、これを異常時に「帰還」を指示する信号音として、

例えば 3 回の断続音によって伝えるなどのルールを臨時に作って確認した上で、運転員チームを現場に

派遣した（国会事故調 2012）。 
また、原発建屋内調査ロポットの開発（荒井 2012）、被災者による熊本大地震災害特番（古川 2017）、

災害被災地における地域食堂の実践（王 2021）等、災害対応時にブリコラージュが生じることが報告さ

れている。 
 
以上 2 つの検証により、イノベーションが求める主体性要素を災害対応・防災対応はブリコラージュ

の形で伴うことを確認した。 
 
5. 考考察察  

 
防災対応訓練はイノベーションが求める主体性要素の涵養に繋がる可能性がある。主体性の要素が伴

う状態を「主体性がある」と呼称していたこれまでの状態を脱し、イノベーティブ人材要素の涵養に道

が開ける。さらにブリコラージュを組織的、制度的に実装することは可能となる。 
飯田高（2019）は、利害関係を持つ

当事者たちが既存の法源を引合いに

出しながら、提示するブリコラージュ

の中から妥当なものを選択する「裁判

所」を例示しつつ、制度設計に際して

は、「個人が社会的関係や社会ネット

ワークの中でどのような位置を占め

ているかによって、その人のブリコル

ール性は変わること」と指摘し、図③

に示す三点に留意すべきと述べる。 
 

6. 課課題題とと貢貢献献  

 
本稿は、イノベーションが求める主体性要素と災害対応・防災対応におけるブリコラージュ性に共通

点があること、防災対応訓練はイノベーションが求める主体性要素の涵養に繋がる可能性があること確

認した。一方で、災害復興に関する課題として，復興に対する支援が十分に提供されるために，かえっ

て復興の当事者たるべき被災地住民から「主体性」を奪ってしまう支援強化と主体性喪失の悪循環（李、

宮本、矢守 2019）や規範的な対策として確立されている防災対策を伝達し、その取り組みを促進すると

いう取り組みでは、主体性の涵養には繋がらないとの指摘がある。 
検証は筆者が関与した取り組みに限定されており、多くの事例の検証を重ねる必要がある。 
今世紀前半に発生が確実視される南海トラフ等の壊滅的災害までの残された時間の活用（日本学術会

議 2023）と企業活動におけるイノベーションを主体性要素涵養が両立することを切に願う。 
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